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新島襄が箱館で葬送を見送った
ポルトガル領事ケースについて

八木谷 涼 子

新島襄が脱国する 3週間ほど前のこと、箱館
に赴任してきたばかりのポルトガル領事が死亡
した。新島の『函楯紀行』の末尾には、次のよ
うな追記がある。

〔ポルトガル〕

「今日、葡萄牙のコンシル亜国コンシル・
ライスの家に病死す。妻の年二十二にして
子二人あり、且近々に出生もある由、実に
愍然の至りなり。且此コンシルハ羅甸、
英、仏、班、独乙、等の語に通セる由」1）

（図 1）

いったいこの身重の未亡人は無事に出産でき
たのだろうか。彼女と子どもたちはその後どう
なったのか。来箱前の領事の経歴は？ 当時の
記録を探してみた。

まずは、領事の死亡日時を確認しよう。新島
の記録に「今日」とあるのは元治元年 5月 22

日（1864年 6月 25日）をさす2）。だが『航海
日記』のほうには 21日の箇所に「此夜葡瓦児
ノコンシル死ス」3）とあり、食い違っている。

図 1 『函楯紀行』の末尾部
分（同志社大学同志社
社史資料センター蔵
画像番号 10658016）

― 104 ―



正しいのは『函楯紀行』にある陰暦 22日である。「亜国コンシル」ことア
メリカ領事（正確には貿易事務官。正式に領事となるのは 1865年 1月）ラ
イス E. E. Rice の書いた死亡報告書4）、そして日本および中国の英字新聞に
掲載された死亡告知5）（図 2）によると、領事が亡くなったのは 1864年 6月
25日、時刻は朝の 6時 46分、死因は腸チフスであった。その当日、外国船
や領事館が掲げる半旗に気づいた新島は、前夜に領事が亡くなったものと解
釈して『航海日記』にそう書き入れたのではないだろうか。彼が領事の葬送
を見たのは陰暦 5月 23日のことであった。
この領事に関してライスが箱館奉行に送った書簡が 3通現存する6）。1通
目は死亡の 2日前、ポルトガル領事が大病なので領事館（浄玄寺）周辺の騒
音を取り締まってほしいという要望書。2通目は、領事の死と葬儀の日取り
（6月 26日午後 2時）の告知。署名には「ポルトガル領事代理」とあり、ラ
イスが臨時に故人の代務者となったことがわかる。追って書いた 3通目で
は、葬列を妨げる者が出ないように役人（Policemen）を道路に配置してほ
しいと依頼している。新島は警備の役人たちの頭越しに葬列を眺めたのかも
しれない。
函館外国人墓地にある領事の墓碑は傷みが激しく、もう碑文はほとんど読
み取れない7）。彼が箱館に遺したものはこの墓碑と、居留地に関する意見を
奉行に伝えた書簡一通8）のみだ。いったいどんな人物だったのだろうか。

図 2 死亡の 3週間後に横浜の新聞に掲載された告知記事（下。注 5参照）
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日本の文献に「ア、イ、カセ」「エ、ヂ、ケース」とも表記された彼の名
前はアンドルー・J・ケース Andrew J. Case（Andrew Julien Case）という。
ポルトガル領事ではあったがポルトガル人ではなく、1827年オハイオ州生
まれ9）のアメリカ人である。彼が米国領事館で亡くなり、米国国務省宛に報
告書が提出されたのも、それが理由だった。
カナダ国境に近いエリー湖の南岸で育ったケースは、1840年代末にはニ
ューヨーク州バッファローで shipping clerk（積荷事務員）の職にあった10）。
1853年、家族が大事件を起こす。オハイオ州サンダスキーの収税官だった
実父ハーロウ・ケース Harlow Case が公金を横領したうえ、妻子を棄てて部
下の妻と国外へ逃亡したのだ11）。これがきっかけとなったのか、ケースは中
国に渡った。1856年 10月には広東にいたことを示す文書12）が存在する。そ
の後上海、そして香港に移動し、1864年版 China Directory13）には米国系商
社ラッセル商会 Russell & Co. の香港支店事務員として記載されている。
1864年 4月、マカオ総督アマラル Amaral より在箱館ポルトガル領事の任

命を受け、5月 26日（陰暦 4月 21日）に米国商船カルラント号（Garland、
100 t）で箱館着14）。だが来箱わずか 31日目に病没、37歳だった（新島の 5

月 23日付『航海日記』にある「年未タ二十八なるよし」15）は誤り）。
冒頭に引いたように、ケースはラテン語、英語、フランス語、スペイン
語、ドイツ語、そして「自国語」すなわちポルトガル語に通じていたと新島
は書いている。これに呼応する逸話を、カナダの新聞に発見した。1932年
にケースの長女が紹介された記事16）において、彼女の父親は「欧州 16か国
語（sixteen European languages）に通じた外交官」と記されているのだ。Six-
teen が実は six の誤伝だったとしたら、新島の挙げた言語の数とちょうど合
致する。16か国語の真偽はさておき、ケースに語学の才能があったことは
確実だろう。
ケースは 1858年に上海のカトリック聖堂で結婚した17）（図 3。2度目の結

婚とみられるが、最初の妻については不詳）。相手はリディア・ローレイロ
Lydia Joana Loureiro、16歳、マカオ生まれのポルトガル人である。彼女の亡
父は元マカオ港長、長姉の夫は当時のマカオ総督ギマランイス Guimarães、
兄たちは商人だった。1857年に来日し、長崎や横浜でポルトガル領事（い
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わゆる商人領事）を務めたジョゼ・ローレイロ José Loureiro、そして 1862

年ころ来日して横浜領事となったエドアルド・ローレイロ Eduardo Loureiro

は、ともにリディアの実兄である18）。1864年当時、マカオ総督はギマラン
イスからアマラルに代替わりしていたが、アメリカ人商人ケースがポルトガ
ルの箱館領事に任ぜられた背景に、彼の姻族の存在があったのは間違いな
い。ケースが来箱直後に病死しなければ、ローレイロ一族は身内だけで上海
から長崎、横浜、そして箱館を繋ぐ強力なネットワークを構築できたはず
だ。
ケースは箱館在住の A・P・ポーター（pp.112-121参照）と相識の間柄だ

った可能性が高い。同じ時期に上海の住人であり、ローレイロ兄弟の 2名と
ポーターは同じデント商会に属していたからだ（1863年版 China Direc-

tory）。ケース領事に関する情報を新島に伝えたのは、ポーター商会に勤め
ていた福士成豊だったのではないだろうか。

以下、未亡人と遺児たちについて触れておく。箱館に来てわずか 1か月で
夫を亡くしたリディアは、新島の記したとおり 22歳、3人目の子を妊娠中
だった。出産があったのは夫の死から 7月中旬までのあいだと推定される。
新聞の船舶および旅客情報を調べたところ、「3人」の子どもとともに 8月 3

日、箱館から横浜に到着しているからだ（図 4）。リディアは 11月に上海へ
戻り、デント商会に勤務していた英国人商人と翌年 5月に再婚して上海で 4

人目を出産したのち、夫の帰国に伴い渡英した。

図 3 1858年 7月の結婚告知（The China Mail、注 17参照）
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1871年のイングランド国勢調査に彼女の記録がある。2度目の夫、ケース
姓の子 3人（ひとりは日本生まれ）、そして新たに生まれた 4人の子どもと
ともにサセックス州に暮らしていた。結局 10人の子の母となり、1921年に
79歳で他界した19）。
ケース領事の遺児 3人は、新しい父親の養子となった。アメリカ・サンフ
ランシスコ生まれの長女リディア Lydia Mariguinhas は英国で結婚後、一家
でカナダに移住し、子孫はカナダで暮らしている。ポルトガルのリスボンで
生まれた長女アンナ Anna Juliana はニュージーランドで結婚し、当地にいま
も子孫がいる。そして 1864年に箱館で生を受け亡父と同じ名前を与えられ
たアンドルーは、実父および養父と同じく、商店の事務員として職業生活を
始めた。南アフリカで結婚して英領マラヤ（現マレーシア）に渡り、ゴム農
園経営者として 1931年にバトゥ・ガジャで生涯を閉じた。彼の男孫は第 2

次大戦中、日本軍との交戦によりビルマで戦死している。残念ながら、箱館
生まれのアンドルーの子孫は現存しない20）。

図 4 ケース領事の未亡人は「3人」の子どもと横浜に移動した。
The Japan Herald, 06 Aug 1864, p.339より。下線は筆者による。
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なお、ケースの実弟で遺言執行人となったアーモン Almon Ruggles Case21）

は、1866～1868年に長崎でケース商会 Case & Co. を経営した A. R. Case と
同一人物とみられる。彼についての探究は今後の課題としたい。
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vately printed, 1908, p.123 ; The Calgary Daily Herald［Alberta, Canada］, 08 Oct
1932, p.27.
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２１）ケースの遺産に関する告知記事（World［New York］, 30 Oct 1868, p.9）に弟 Al-

mon のフルネームが記載されており、兄弟の出自を特定する大きな手がかりにな
った。A. R. Case の名は 1860年上海着の船客名簿（The North-China Herald, 02
Feb 1860, p.22）、そして 1861年～1865年版 China Directory に記載がある（広東
および上海在）。ケース家の兄弟が中国に行ったことは、Firelands Historical Soci-
ety, The Firelands Pioneer［Norwalk, Ohio］, June 1863, p.85にも言及がある。

付記
歴史的な新聞の検索と閲覧には、GenealogyBank や NewspaperArchive、Newspapers.

com などのサイトを利用した。新島襄とケース領事の小さな縁を筆者に教えてくれた
のは、『函館外人墓地』という馬場脩氏の労作である。2010年、函館市中央図書館で
この本と出会っていなければ、本稿は存在しえなかった。また、ケース領事の子孫に
あたる Mr Noel Winter からは、資料を探索するうえで多くのヒントをいただいた。
記して感謝申し上げる。
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